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ここ数か月で、店頭におけるギガビットイーサネット製品の価格が下が

ってきた。これまで業務や基幹ネットワーク用と思われていた最速イーサ

ネット技術も、すでにわれわれの手の届く範囲にあるのだ。そこで今回

は手軽に使える製品に焦点をあて、実地テストを交えながら最速ネット

ワーク構築法と製品について紹介する。 梅垣まさひろ

ギガビット製品
実速レポート
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SOHOに「ギガ」襲来
気がつけば、否も応もなく「G＝ギガ」の時代である。

CPUはまもなく2ギガヘルツに届く勢いで、いまや、1ギ

ガバイトのメモリーを搭載するパソコンも珍しくない。ま

た、LAN環境においても同様で、1Gbpsの伝送能力を

持つギガビットイーサネットが、SOHOやオフィスに浸透

し始めているのである。

それもそのはずだ。ギガビットイーサネットのネットワー

クカードは2万円台前半で買える。ハブもギガビットポー

トが1つのものなら数万円になってきた。いまでは各メー

カーからギガビット対応製品も出揃ってきており、選択

の幅も広がりつつある。今後価格はもっと下がり、ます

ますオフィスのギガビット化が進むだろう。このような状

況で、新規にネットワーク製品を購入したり、現在のネッ

トワーク環境を刷新したりするのなら、当然ながらギガビ

ットイーサネット製品も選択の対象となるだろう。

これからはコンピュータのスペックだけでなくLANもギ

ガビットというのが、スタンダードになる。
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［理論値］ 

［実際の性能］ 

100Mbps (Half Duplex)

200Mbps (Full Duplex)
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IEEE（アイトリプルイー／Institute of Electrical and Electronics Engineers）：米国電気電子学会。LANや各種インターフェイスの規格制定などに大きな力を持つ。
IEEE802.3zやIEEE802.3abは、IEEEによって定められたギガビットイーサネットの規格のこと。

■ ギガビットのテクノロジー

ギガビットイーサネットには、IEEE802.3z

で決められた1000BASE-SX/LX/CXの3つの

規格と、IEEE802.3abによる1000BASE-T規

格がある。

1000BASE-SX/LXは光ファイバーを用い

るが、1000 BASE-CXは同軸ケーブルを用い

て通信を行う。

一方、1000BASE-Tは、UTPケーブル（オ

フィスなどで使われている一般的なLANケ

ーブル）を使用することを前提に規格が決

められているため、すでに普及している10

BASE-Tや100BASE-TXのネットワークを簡

単かつ段階的に1000BASE-Tにアップグレ

ードしていける。

UTPケーブルは光ファイバーなどに比べ、

コストパフォーマンスに優れ、取り扱いが

簡単な点が特徴だ。1000BASE-Tのケーブ

ル規格としては、100BASE-TXで使われて

いるカテゴリー5を改良した「エンハンスト

カテゴリー5」があり、LANの敷設にはその

ケーブルを使用する。もちろん、エンハンス

トカテゴリー5は100BASE-TXや10BASE-T

のLAN環境でも使えるし、価格もカテゴリ

ー5とそう変わらない。これからケーブルを

購入、敷設する場合には、エンハンストカテ

ゴリー5を選べば、将来的なアップグレード

にも対応できるというメリットがある。

このように見てくると、1000BASE-Tは従

来のイーサネットとの互換性が高く、ギガビ

ットイーサネットの主流といえる。そこで、

これ以降はギガビットイーサネット＝

1000BASE-Tという前提で話を進めていく。

■ ブロードバンドと
ギガビットイーサネット

100Mbpsの回線速度が話題を呼んだ有

線ブロードネットワークス のFTTHイン

ターネット接続サービスは、すでに渋谷区な

ど、東京都内の一部でサービスが開始され

ている。他社の動向も勘案すれば、2002年

には最低でも10Mbpsを確保したFTTHサ

ービスが、都市圏を中心に全国で本格的に

普及し始めるだろう。これからのインターネ

ットとの接続はメガオーダーがあたりまえの

時代になる。

そうなると、気になる点が2つある。1つ

はインターネットのバックボーン回線だ。エ

ンドユーザーの回線の多くがFTTHになれ

ば、現状の数ギガバイトというバックボーン

では回線速度が不足する事態を招いてしま

う。これは今後、通信事業者などに、より

太いバックボーンの敷設を期待するしかな

い。また、気になるもう1つの点は、エンド

ユーザーのLAN環境だ。FTTHが導入され

ていても、ユーザー側のLAN環境が貧弱で

ブロードバンド時代のギガビットイーサネット
ギガビットイーサネットとは、1Gbps＝1000Mbpsの伝送速度を持つイーサネット規格である。ここでは、ギガ

ビットイーサネットとは何か、そしてこの高速ネットワークが何をもたらすのかを考えてみよう。

現在普及している100BASE-TXの理論的な転送速度と、

実際的な転送速度の比較。1000BASE-TXの実際的な

性能の値は、eTESTING LAB のテスト結果の一例。

実際には、使用するサーバーや、パソコン、ハブ、ネット

ワークカードなどさまざまな条件で値は変わってくる。
www.zdnet.com/etestinglabs/reports/pro1000t.pdf

100BASE-TXとギガビットイーサネットの速度差

はせっかくの回線速度を生かせない。そこ

で必要になってくるのが、ギガビットイーサ

ネットなのである。

www.usen.com

■ ギガビットはストリーミングで
真価を発揮

ところで、ブロードバンド回線とギガビッ

トイーサネット環境が手に入ったら、それを

何に使ったらいいのだろうか。後述するが、

プログラムのダウンロードやウェブブラウジ

ングなどは、実際にそれほど速い回線は必

要ない。というのは、コンピュータ、とりわけ

ハードディスクなどの性能がギガビットイー

サネットの速度に追いついていないからだ。

では、どのような使い方がその真価を発

揮できるのか。その答えはストリーミングに

ある。蓄積する情報ではなく、テレビやラジ

オのように、絶え間なくデータサイズの大き

な情報を転送するために、高速回線と高速

なLANが使われるのである。実際、国内外

の放送業界ではIPストリーミングによる放送

技術が大きな関心ごとであり、米国ワシン

トン州では、すでにギガビットイーサネットを

使った家庭向け映像配信の商用サービスが

始まっている。ブロードバンドとギガビットは

放送インフラを変革させる力も秘めている

のである。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



332 INTERNET magazine 2001/8

P
ro

d
u

c
t 

S
h

o
w

c
a

s
e

PCI-X(ピーシーアイエックス）：コンパック、IBM、ヒューレットパッカードが中心となって、1999年9月にPCISIG からRevision 1.0 に仕様策定された新しいバス規格。主な特徴は、
ディレイドトランザクションの代わりにスプリットトランザクションを採用し、バスの使用効率をアップしているなどがあげられる。

■ ハブ同士のギガビット接続が
もっとも効率的

大規模なネットワークの場合はもちろんだ

が、SOHOクラスのネットワークの場合でも

ハブが2台以上あれば、まずこれらのハブを

ギガビット対応ハブに置き換えてしまうのが、

スループット向上の最適解と言える。

1000BASE-Tではエンハンストカテゴリー

5ケーブルが推奨されているが、カテゴリー

5でも距離が短ければ十分に通信できる。

これは、ハブを交換するだけなので設定な

どは一切不要で、ただ置き換えるだけでパ

フォーマンスが向上する。

従来の100BASE-TX対応のハブでは、ハ

ブ間をまたがる通信の最高速度は100Mbps

（Full Duplexでは200Mbps）が上限となる。

そのため、現状ではネットワーク内で誰かが

巨大なファイルをコピーし始めたり、DTP作

業などによってネットワークプリンターに大

量のデータを送り始めたりしたとたんに、ネ

ットワークのスループットが悪化していた。

このような現象も、ハブ間をギガビット化

することで一気に解消される。まさしく、幹

線道路を整備して渋滞を解消する策と考え

てもらえばよい。

最大速度を引きだすためのポイント
ギガビットの1000Mbpsという通信速度は、現在市販されている一般的なパソコンの処理能力をしのぐスピードだ。

ギガビットイーサネットを有効に使うには、ネットワーク全体のスループットを改善するコツが必要になる。

■ サーバーの処理速度がネックに

ハブの次にギガビット化するとしたら、サ

ーバーのネットワークカード（NIC）だろう。た

だ、ここで注意してほしいのはサーバーの処

理能力の問題だ。

まず、ハードディスクだがUltra2 Wide SCSI

を用いてもその転送能力は最大で80メガバ

イト／秒（今回のテストでは、単位の異なる

速度を大雑把につかむためバイト／秒換算

の速度を基準とした。ちなみに1バイト＝8

ビット）であるため、ギガビットの実効速度

（1000Mbpsはおおよそ100メガバイト／秒）

には追いつかない。実際には80メガバイト

／秒といっても最大値にすぎず、平均的な

ディスク性能はもっと低いだろう。それゆえ、

ネットワークのパフォーマンスを活かすに

は、なるべく高速回転で転送速度の速いハ

ードディスクを用意する必要がある。

また、ギガビットNICを取り付けるPCIバ

スもボトルネックになる可能性がある。32ビ

ット／33メガヘルツのバスは単純計算する

と133メガバイト／秒のバス能力を持つ。し

かし、PCIバスはさまざまなデバイスが利用

されており、ワンクロックでデータを転送で

きるとは限らない。それらを考えると、ギガビ

ットイーサネットの速度の少なくとも4倍以

上、つまり400メガバイト／秒以上の能力

がほしいところだ。となると、64ビット／66

メガヘルツのPCIバスを持つマシンと、それ

に対応するギガビットNICが必要となる。さ

らには、マシンのパフォーマンスを最大限に

引き出すために、大量のメモリーの搭載も

有効だ。

■ 段階的にギガビット化を進めよう

もっとも前述の要件を満たさないマシン

であっても、ハードディスクにアクセスしな

いネットワークアプリケーションなどでは、

比較的性能が出しやすいと言われている。

今後、新しいバス規格である「PCI-X」の普

及や、より性能の高いCPUやコンピュータ

本体が普及してくれば、これらのボトルネッ

クはある程度解消されてくるだろう。

すでにパワーマックG4などでは、ギガビ

ットイーサネットポートが標準搭載されてい

ることなどから、ビジネス向けなどのモデル

を中心にして急激にギガビット環境が進行

することは間違いない。そのような全体的

な高性能化の流れを見据えつつ、無駄のな

いギガビット化への投資を考えよう。

既存のネットワークを高速化するために、今回の記事でテ

ストした部分を模式的に示した。TEST1～TEST3の結

果と照らし合わせ、各自の環境では、どの部分にギガビ

ット製品を導入するとより効率的なのかを判断しよう。

既存ネットワークに対するギガビット化の
テストポイント

サーバー 

ハブ 

クライアント 

クライアント 

クライアント 

クライアント 

ハブ 

TEST3 
すべてをギガビット化する 

TEST1 
ハブ間をギガビット化する 

TEST2 
ハブとサーバーのNICを 
ギガビット化する 
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■ 効果的な高速ネットワーク構成を

考える

1000BASE-Tを使ったギガビットイーサネ

ットの最大のメリットは、UTPケーブルの採

用により、10BASE-Tや100BASE-TXとの

置き換えが容易な点にある。実際の現場で

の導入にあたっても、ハブやNICなどを順次

ギガビット対応製品に置き換えていくという

スタイルが、もっとも効率的なアップグレー

ド方法になるだろう。

その際にポイントとなるのが、どの部分を

ギガビット化するのかということだ。関連す

るギガビット製品にはサーバーのNIC、ク

ライアントマシンのNICそしてハブが挙げ

られる。しかし、現在のネットワークのスル

ープットを適度なコストでもっとも効果的

に向上するには、ギガビット製品をやみく

もに導入してもしかたがない。どの部分を

ギガビット化すると、どのくらいの効果が期

待できるのか、それを知ることが今回のテス

トの最大の目的である。その目的を踏まえ

たうえで、いくつかの仮定を立て、その仮定

をテストで裏付けていくこととした。

実証！ギガビットイーサネットの実力を探る
ギガビットイーサネットがいくら高速でも、さまざまな負荷により、そのパフォーマンスは低下する。テストに先立ち、ギガ

ビットの理想的なパフォーマンスと、その障害となる要素も知っておこう。

■ 1000BASE-Tの理想的な
実効速度

ところで、1000BASE-Tは理論値として

1000Mbpsの通信速度を持っている。とは

いえ、実際にイーサネットパケットをその速

度で送出できたとしても、イーサネットパケ

ットのオーバーヘッド（ヘッダーやトレイラー

など）があり、実際の転送量は1割ほどの減

少を見積もっておく必要がある。

さらにイーサネット上に乗るTCP/IP（ある

いはUDP/IP）プロトコルのパケット効率など

を勘案すると、おおよそ7割程度の速度が

理屈のうえでは限界値と見てよい。つまり

「700Mbps」だ。これを単純にバイト単位に

直すと、約84メガバイト／秒（1メガバイト=

1024バイト×1024）になる。

実際、インテル社のNICについて調査した

資料でも、NetIQ社 のネットワークパ

フォーマンス測定ツールであるChariot 3.2

を用いたテストで、おおよそ700Mbps～800

Mbpsという性能が測定されており、これが

理想的な状態での限界値といえる。

www.netiq.com 

■ 実環境でのギガビットの
パフォーマンスをテスト

しかし、実際のネットワークではサーバー

もクライアントも共にハードディスクにアク

セスし、他のタスクにCPUの処理時間を取

られてしまうため、理想の性能を実現するこ

とは難しい。特に、ハードディスクの転送速

度は1000BASE-Tの理想値、約84メガバ

イト／秒には遠く及ばない。100Mbpsの速

度を誇るUltra ATA/100を用いても、ハード

ディスク本体の転送速度が追いつかないた

め100メガバイト／秒の性能は出ない。よっ

てコンピュータがハードディスクにアクセス

しただけで、1000BASE-Tの理想値に達す

ることは困難なのだ。

しかし今回のテストでは、実環境にギガ

ビットイーサネット製品を導入したことによる

効果を知ることだ。そこで、各テストでは、

クライアントマシン、サーバーマシンともに

実使用環境に近い状態に設定し、比較的

転送効率が良く実際の性能に近い値が測

定できるFTPによるファイル転送で、その速

度を計測した。

トレイラー(Ethernet Trailer／イーサネットトレイラー)：IEEE802.3などのイーサネットパケットでは、パケット最後部に4バイトの誤り訂正符号(FCS)を付与してパケットを送信す
る。このように後部に付与されるデータ列を一般的に、トレイラーという。

今回テストで使用したサーバー、クライアントマシン

NEC Express サーバー
Express5800/140Hb

IBM NetVista A40 6842-62J

ペンティアムIII Xeonを4基も積んだまさに

超重量級のサーバーマシンだ。ギガビット

にはまだ対応していないが、64ビット／66

メガヘルツのPCIバスを搭載するなどその総

合性能は高いポジションにある。

IBMの省スペースビジネス向け高性能マシ

ン。10/100BASE-TXポートを内蔵する。ホ

ームユースのパソコンとは異なり、付属ソフ

トなどは少ないが、安定動作が期待できる。

ウィンドウズ98SEを搭載したモデルもある。

CPU：ペンティアムIII Xeon 700メガヘルツ ×4
OS：ウィンドウズ2000サーバー
メモリー容量：1.3ギガバイト
ハードディスク：MYLEX DAC960 SCSI
PCIスロット：64ビットPCI／66メガヘルツ×6スロ
ット　32ビット／33メガヘルツ×4スロット
価格：980,000円～

CPU：ペンティアム 1ギガヘルツ
OS：ウィンドウズ2000プロフェッショナル
メモリー容量：128メガバイト
PCIパス：32ビット／33メガヘルツ
価格：178,000円（IBMダイレクト価格）

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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IIS（アイ・アイ・エス／Internet Information Server）：マイクロソフト社がウィンドウズNTサーバーや、ウィンドウズ2000サーバー用に開発したウェブサーバーアプリケーシ
ョンのこと。ウェブサーバー機能以外にftpサーバー機能なども併せ持つ。

■テストの方法と目的

コレガのスイッチングハブGSW-0801と

プラネックスのスイッチングハブFX-2116

TEを100BASE-TXまたは1000BASE-Tで接

続して、スループットの差を確認する。

それぞれのハブには3台のコンピュータを

100BASE-TXで接続し、異なるハブに接続

したPC同士をペアにする。2組はネットワー

クに負荷をかけるため共有したファイルをひ

たすらコピーするよう設定し、残りの1組は

ウィンドウズ2000サーバーがFTPサーバー

となり、別のコンピュータ（ウィンドウズMe）

でFTPコマンドによりファイル転送を行う。

転送するファイルのサイズは、およそ170メ

ガバイトである。

■ ネットワーク負荷に強かった

ハブ間を100BASE-TX、1000BASE-Tで接

続してウィンドウズ2000のIISからFTPコマ

ンドでダウンロードした値が次ページの表

とグラフだ。

コンピュータのNICはすべて実際に業務

に使っているものなのでスペックやOSはま

ちまちだが、すべて100BASE-TX対応である。

結果を見ると、ハブ間の接続が100BASE-

TXの場合、ほかの2組のコンピュータが共

有ファイルのコピーでネットワークを使って

いると、実転送速度が半分程度にまで下が

ってしまう。ところが、ハブ間を1000BASE-

Tで接続した場合は、ほかのコンピュータが

ネットワークに負荷をかけていても転送速

度はほとんど変わらない。

実際には、2組のコンピュータによる負荷

が一定でないために、この値には変動が見

られたが、1000BASE-T接続の場合はその

影響をほとんど受けることはなく、このグラ

フが示す値は実感ともよく合致している結

果といえる。

負荷をかけるパソコンをもっと増やせば

1000BASE-Tでの限界値を探ることもできた

ハブ間をギガビット化してスループットを改善する
ギガビット化の効果がもっとも明確に出ると想定したのが、ハブ同士をギガビットで接続

することだ。早速、その実力のほどを見てみよう。

のだが、今回のテストでは、環境が限られてい

たために、ここまでのテストとなった。

■ ギガビットハブはやっぱり速い！

十分なテストとは言えないが、ハブのギガ

ビット化がネットワークのスループット向上

に大きく貢献できることは間違いなさそう

だ。プラネックスのFX-2116TEを例にとると、

その処理速度（フィルタリング／フォワーデ

ィング速度）は最高148800パケット／秒で

あり、1536バイト／パケットで換算すると、最

大でおおよそ1秒間に200メガバイト程度の

データを処理する能力がある。したがって、

ハブ間をギガビット化することで、確実にネ

ットワークのスループットは向上するのだ。

ただし、1台のサーバーにアクセスが集中

する状態では、この効果は期待できない。そ

こで、次なるテストではサーバーのNICをギ

ガビット化してどのくらいの性能アップが望

めるのかを確かめてみよう。

サーバー 
（ウィンドウズ2000サーバー） クライアント1 

（ウィンドウズMe） 

クライアント2 
（ウィンドウズMe） 

クライアント3 
（ウィンドウズ98） 

クライアント4 
（ウィンドウズMe） 

クライアント5 
（ウィンドウズ98） 

ハブ 
コレガGSW-0801

ハブ 
プラネックスFX2116TE

100BASE-TX 
または 

1000BASE-T

FTPコマンドでファイル転送 

ファイルの処理で 
ネットワークに負荷をかける 

※各クライアントマシン、サーバーマシンとハブの接続はすべて100BASE-TX

このスループットを 
テスト 

ハブ間をギガビットイーサネットにアップ

グレードすると、ネットワークのパフォー

マンスは飛躍的に向上する。実際的な

ネットワーク環境をもっとも効率よくア

ップグレードする方法と言えるだろう。
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クロストーク：混信や混線のこと。また、ある回線やケーブルの発生するノイズが、別の回線にやケーブルに影響を与えることをクロストークという。クロストークが小さいほど、回線や
ケーブルは干渉を受けにくい。

性能のよいケーブルで実効速度の向上と安心を手に入れよう

1000BASE-Tネットワークの推奨ケーブルは、
「エンハンストカテゴリー5e」「カテゴリー6」

TEST1の結果　ネットワークの負荷がFTPにおよぼす影響

ハブ間の接続

100BASE-TX 1000BASE-T

負荷をかけないとき 8120 8420

他のPCがネットワークを使っているとき 4212 8051

単位：キロバイト/秒

この表からは、ネットワークに負荷をかけても、

1000BASE-TならFTPはその影響を受けにくい

ことがわかる。しかしハブ間を100BASE-TXにす

ると、FTPのパフォーマンスは半分近くに下がる。

上の表を視覚的にわかりやすくるために

グラフ化したもの。やはり1000BASE-

Tではネットワークの負荷の影響を受け

ず、その帯域が広いことが示されている。

FTPダウンロードの速度

もともと、1000BASE-Tはカテゴリー5

をターゲットに開発された規格である。と

ころが、カテゴリー5は100メガヘルツま

での性能しか保証していない。また、1000

BASE-Tのネットワーク環境でカテゴリー

5のケーブルを使うことはできるが、ケーブ

ルの長さが長くなると、その信頼性は落ち

てくる。

1000BASE-Tでは、250Mbps×4の通

信を行うため、高い周波数で信号の減衰

が少なく、クロストークの小さなケーブル

が必要となる。そこで作られたのが、「エ

ンハンストカテゴリー5」ケーブルだ。エ

ンハンストカテゴリー5は「カテゴリー5e」

とも表記され、心線のよりが微妙に異な

る。1000BASE-Tの高速なネットワーク環

境を最大限に活かすためには、ケーブル

選びも重要なポイントだ。

なお、さらに高い性能の「カテゴリー6」

ケーブルは、この夏以降、市場に登場の予

定だ。すでにNICやハブなどの1000

BASE-T機器での採用は始まっている。

エンハンストカテゴリー5のケー

ブルは、一見すると普通のイーサ

ネットケーブルに見える。ケーブ

ルの種類は、ケーブルの皮膜にス

タンプされている、エンハンストカ

テゴリー5を示す「CAT 5e」など

の文字で確認しよう。

1000BASE-T

100BASE-TX

8051

8420

4212

8120

0 2000 4000 6000 8000 10000

ほかのクライアントがネットワークを使っているとき 

負荷をかけないとき 

単位（キロバイト/秒） 
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PCI（ピー・シー・アイ／Peripheral Components Interconnect）：インテルを中心とするPCI SIG（PCI Special Interest Group）によって策定されたコンピュータのバスア
ーキテクチャー。従来の仕様では、バス幅は32ビット、クロックは最大33メガヘルツ、転送レートは266メガバイト／秒。

TEST2

■ テストの方法と目的

このテストでは、ギガビット対応のNICを

使ってサーバーの高速化を図ってみた。使

用したサーバーはNECのExpressサーバー

（333ページのスペック参照）で、64ビット／

66メガヘルツの最速PCIバスを持つ大規模

ユーザー向けのサーバーだ。

テストは、多数のクライアントマシンから

いっせいにこのサーバーにアクセスし、FTP

転送に要した時間から転送速度を求め、そ

れを合計した値で評価した。実際には、クラ

イアントマシンのパワーの違いからFTPの

終了に時間差が生じたが、今回は単純に合

計する方式を採った。

また比較のために、パフォーマンスに優れ

たクライアントマシン単独でのFTPの所要

時間も計測した。

使用したクライアントマシンは、図のとお

り多様なOSを搭載した4台のマシンだ。な

お、ここではサーバーのNICとしてギガビッ

ト対応の「Intel PRO/1000T サーバ・アダプ

タ」を使用し、スイッチングハブはプラネ

ックスFX-2166を用いた。

■ 10倍のスピードはでない

もっともパフォーマンスのよかったIBMの

NetVista（OSはウィンドウズ2000プロフェッ

ショナル）単独でFTPダウンロードした場合

と、それを含めた4台のクライアントマシン

で同時にFTPダウンロードした時の合計が

下のグラフだ。

結果は、1台のみの場合11570キロバイ

ト／秒なのに対して、4台同時の場合は合

計が20076キロバイト／秒となった。本来な

らば、100Mbps ×4（約60000キロバイ

ト／秒）の数値になって欲しいところだが、

結果的には20000キロバイト／秒あたりで

頭打ちになっている。サーバーのNICをギ

ガビット化しても10倍の性能が出るわけでな

く、現実には2倍程度しか向上していない。

サーバーのNICとハブをギガビット化する
ファイルサーバーのNICと1台のハブをギガビット化すると、どれだけのネットワーク性能が得られるか？　

実はネットワーク性能を引き出すには、高性能なクライアントマシンも必要なのである。

■ ハブの構造とディスクアクセス

今回の結果については、クライアント2の

マシンがノートPCであったことやクライアン

ト4のマシン構成が貧弱であったため、ネッ

トワークの性能が頭打ちになったと思われ

る。ただ、クライアントマシンをチューニン

グしても、ネットワーク全体の性能アップは、

せいぜい、あと2～3割程度と見ておいたほ

うがよさそうだ。

また、サーバーやクライアントマシンのデ

ィスクアクセスがネットワークの高速化のボ

トルネックになるのでは、という事前の予

想どおり、テストでもそれなりの数値がで

た。しかし、この数値はスイッチングハブ

の構造によっても大きく異なるため、今回

のテストだけでは言い切れない。さらに十

分なテストが必要だ。

しかし、少なくともハブとサーバーのNIC

をギガビット対応にするだけで、2～3倍の

データ転送性能の向上を望めそうだ。

サーバー ウィンドウズMe

ウィンドウズ2000

ウィンドウズ98

iBook／Mac　OS

ギガビット対応ハブ 

100BASE-TX

100BASE-TX

FTPでいっせいに 
ダウンロード 

100BASE-TX

100BASE-TX

1000BASE-T

同時にFTPダウンロードした4台分の転送

速度を合わせると、およそ20000バイト／

秒と、理論的な期待値（50000kbps）の半

分以下となった。クライアントのハードディ

スク性能なども影響していると思われる。

TEST2の結果　複数クライアントの同時FTPによるネットワークへの負荷

クライアント1 クライアント2 クライアント3 クライアント4

ウィンドウズ2000 ウィンドウズMe iBook/Mac OS X ウィンドウズMe

4台同時アクセス 7910 4112 5432 2622

クライアント1のみ 11570 - - -

単位：バイト/秒
1つのサーバーから、同時に4台のクライアントがFTPダウンロード

を行い、その所要時間から1秒あたりの転送速度を求めた。また比

較のため、1台のクライアントによるFTPダウンロードの転送速度

も求めている。

クライアント1のみ 

4台同時アクセス 

単位（バイト/秒） 使用したスイッチングハブ：プラネックスFX-2116TE
0 5000 10000 15000 20000 25000

クライアント1 
ウィンドウズ2000

クライアント2 
ウィンドウズMe

クライアント3 
iBook/Mac OS X

クライアント4 
ウィンドウズMe
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帯域幅：厳密には、コンピュータやネットワークにおいて、信号が利用できる最高周波数と最低周波数の差を意味する。慣用的には、コンピュータやネットワークで、一度に通信できる
容量を指して使うことが多い。

TEST3

■ テストの方法と目的

各1台ずつのハブ、サーバーのNIC、そし

てクライアントマシンのNICを段階的にギガ

ビット化することで、各条件でのネットワー

クのパフォーマンスを計測した。最終的に

はすべての通信経路をギガビット化すること

で、トップスピードがどこまで出せるかも追

求する。

サーバーはNECのExpressサーバーを、ク

ライアントマシンには前のテスト同様IBMの

Net Vistaを用いた。段階的なギガビット化

でどの程度性能が向上するかを知るのがこ

のテストの目的だ。また、サーバー側には

Intel PRO/1000Tサーバ・アダプタを、クラ

イアントには3Com 10/100/1000 PCI-X

Server NICを、ハブにはプラネックスのFX-

2116TEを使用した。

■ クライアントも高スペックなものを

すべてをギガビット化したときの最高速度

は、FTPアップロード時に25023キロバイト

／秒となった。ダウンロード時の20922キロ

バイト／秒に比べて高い値になっているの

は、おそらくクライアント側のNet Vistaのハ

ードディスクへのアクセス速度がボトルネッ

クになっているためではないかと思われる。

一般にハードディスクは読み出しよりも書

き込みのほうに時間がかかる。ダウンロード

時には、ハードディスクに連続してデータを

書き込む必要があるため、アップロード時よ

り、低い値になっていると推定できる。

実際、サーバーマシンでローカルホスト

（つまりサーバーマシン自身）にFTPで接続

してファイル転送を行うと、最高で40000バ

イト／秒程度の値を出せた。クライアント側

も、今回使用したような高性能なコンピュ

ータを使えば、おそらくこの値に肉薄する性

能が出せただろう。

だが、実環境ではサーバーに採用される

ような高性能な（すなわち高価な）コンピュ

ータをクライアントとして使うことはありえな

いので、現実的な値としては、25000キロバ

イト／秒程度であると考えておいたほうがい

いだろう。ギガビットイーサネットの帯域幅

オールギガビット化でトップスピードに挑戦
すべてのネットワークをギガビット化すると、どのくらいの性能まで引き出すことができるだろうか。このテストで

は、サーバー、ハブ、クライアントのすべてをギガビット化して最速の値が出るかどうかをテストした。

のおおよそ3割程度だ。

もちろん、純粋にNICだけの性能、ハブだ

けの性能を測定することも可能だ。だが、今

のところ、そのパワーを十分に生かしきるネ

ットワーク環境ができあがっていない。今後

の環境整備が待たれる。

TEST3の結果　段階的なギガビット化によるFTP速度の変化

条件 ftp測定結果

サーバーNIC ハブ クライアントNIC ダウンロード アップロード

パターン1 100BASE-TX 100BASE-TX 100 9080 11592

パターン2 1000BASE-T 100BASE-TX 100 11679 11643※

パターン3 1000BASE-T 1000BASE-T 100 11573 11411

パターン4 1000BASE-T 1000BASE-T 1000 20922 25023

※この条件では、サーバーのNICは100BASE-TXで動作している。

サーバー、クライアント

マシン、ハブは各1台を

用意。パターン1からパ

ターン4の各条件におけ

るFTPのアップロードと

ダウンロードの時間を測

定し、1秒あたりの転送

速度を求めた。

すべて100BASE-TXの

ネットワーク環境と、す

べて1000BASE-TXの

ネットワーク環境を比べ

ると、FTP速度の向上は、

およそ2倍強という結果

となった。

パターン4

パターン3

パターン2

パターン1

25023

20922

11411

11643

11592

9080

11679

11573

FTPアップロードの測定結果 

FTPダウンロードの測定結果 

単位（キロバイト/秒） 

0 5000 10000 15000 20000 25000 30000

ギガビットを活かすPCIバスの帯域幅

64ビット／66メガヘルツのPCIバス帯域幅は

理論的には4224Mbpsだ。この値は、ギガビッ

トイーサネットの理論的な帯域幅である約750

Mbpsの5倍強の値であり、理想的にPCIバス

が動作すれば、ギガビットの性能を十分に生か

せるはず。だが、32ビット／33メガヘルツのPCI

バスではこの値が1056Mbps

となりギガビットイーサネット

とあまり変わらない。PCIバス

は、データ転送においてはさま

ざまな障害があるため、この程

度の値ではその性能を活かす

ことはほとんど不可能だろう。

また、今回のテストではウィンドウズMeや

Mac OS 9のネットワーク性能が低いこともわ

かった。存分にギガビットを活かすには、64ビ

ット／66メガヘルツのPCIバス、それにネット

ワーク性能の良いOSが不可欠と言える。

NICは64ビット／66メガヘルツ対応

のものが多い。しかしコンピュータ

がそのPCIスロットを備えていない

と、NICの性能を十分に発揮するこ

とはできない。
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VLAN（ブイ・ラン／Virtual Loacl Area Network）：仮想LANを意味する。物理的な接続に関わらず、別のハブに接続されているコンピュータをグループ化する機能のこと。
一般にスイッチングハブの機能として提供される。

3Com 10/100/1000 PCI-X Server NIC

サーバー向け高性能NIC

本製品は、10BASE-T/100BASE-TX /1000

BASE-Tに対応したサーバー向けNICだ。

PCIバスは32/64ビットと33/66メガヘルツ

に対応し、最新のPCI規格であるPCI-X（64

ビット／66メガヘルツ）もサポートする。対応

OSはウィンドウズNT4.0/2000、NetWare

4.11/4.2 /5.x、Linux 2.2で、ウィンドウズMe

などのクライアントOSには対応しないため

注意が必要だ。機能面でも、サーバー製品

らしく64までのVLAN対応や、トラフィック優

先順位付け（IEEE 802.1p）機能、複数NIC

によるロードバランシング機能など、充実の

製品だ。

ギガビットイーサネット対応ハブ＆NIC
記事中で紹介したものに加え、最近登場した新製品も掲載した。NICはまだまだサーバー向け製品という性格の強いもの

が多いが、導入効果が現われやすいハブでは、すでにSOHOネットワーククラスをターゲットにした製品も出始めている。

価格 ：31,800円
問い合わせ ：スリーコム ジャパン（株）

03-5977-3266
www.3com.co.jp

Intel PRO/1000Tサーバ・アダプタ
対応OSの多いサーバー向けNIC

Intel (R) 82543GCチップを使った、10BASE-

T/100BASE-TX/1000BASE-Tに対応したサ

ーバー向けNICである。PCIバスは、32/64

ビット33/66メガヘルツにすべて対応する。

対応OSはウィンドウズNT4.0/2000に加え

て、NetWare、Solaris、UnixWareなど幅広

い。このNICもクライアントOSへの対応は

ない。機能面では、VLAN、ロードバランシン

グなどサーバー向けの高性能機となってい

る。また管理機能としては、SNMP/DMI、イ

ンテル独自のWfM（Wired for ManaGement）

機能を備える。

価格 ：26,300円
問い合わせ ：インテル（株）

0120-868686
www.intel.co.jp

プラネックスGN1000TE

クライアント用の低価格NIC

100BASE-TX/1000BASE-Tに対応した低価

格NICである。10BASE-Tには対応しないも

のの、ほかの2製品とは異なりウィンドウズ

95/98/MeといったクライアントOSにも対

応している。もちろん、ウィンドウズNT4.0/

2000、Linux（予定）などのサーバーOSでも

使用可能だ。PCIバスは、32/64ビット双方

に対応できる。一般的には1514バイト程度

の大きさのパケットを9000バイトという大き

な単位にまとめて送受信するJumboPacket

機能をそなえ、CPU負荷を低減することが

できる。ローコストにギガビットを実現した

いユーザーに最適なNICといえるだろう。

価格 ：19,800円
問い合わせ ：プラネックスコミュニケーションズ（株）

0120-415-970
www.planex.co.jp
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Product Showcase

ストアアンドフォワード方式：スイッチングハブの機能の1つ。受信したパケットを一時的に内部のバッファーに保管して、エラーチェックを行い、エラーがないことを確認した上で送出
する方式のこと。

アライドテレシス

CentreCOM FS909GT V1

コレガGSW-0801

小規模ネットワークに最適

本機は、1000BASE-Tポートを1つと10BASE-T/100BASE-TXポー

トを8つ持ち4メガバイトのバッファーを持つ、ストアアンドフォワー

ド方式のスイッチングハブである。ギガビットは1ポートしかないが、

ハブ同士の接続をギガビット化するだけでもLAN全体のスループッ

トは大きく向上できるので、小規模なネットワークや末端のハブに

はこの手の1ポートのみギガビットのものが安価で手軽だ。

機能面では、低価格ながらVLAN機能や、ポートトランキング、ポー

トミラーリングなどの機能を備え、QoSの設定も可能だ。また、これ

らの設定は、背面のRS-232Cポートから行う。スループットの改善

策として、本機を2台購入し、既存のハブと交換してみたらどうだろ

うか。ファイルサーバーへのアクセス、ネットワークプリンターへの

出力などがグンと改善されるはずだ。

価格 ：59,800円
問い合わせ ：（株）コレガ

045-476-4039
www.corega.co.jp

プラネックス FX-2116TE

2つのギガビットポートを装備

本機は、2つの1000BASE-Tポートと16の10BASE-T/100BASE-TX

ポートを持つ、ストアアンドフォワード方式のスイッチングハブであ

る。10BASE-T/100BASE-TXポートには4メガバイト、2つのギガビ

ットポートにはおのおの2メガバイトのバッファーメモリーを持つ。

ギガビットポートが2つあるので、1つをバックボーン接続に、もう1

つをサーバーにといった具合に割り当てられる。中規模程度のLAN

を段階的にギガビット化する際にはいい製品。

機能面では、VLAN、QoSに対応するほか、100BASE-TXポートの

Trunk接続により、400Mbpsの通信が可能になるなど、低価格な

がら多様な機能を備える。これらの機能の設定は、背面のRS-

232Cポートを介して行う。ラインナップとして、10BASE-

T/100BASE-TXを16ポート持つ「FX-2124TE」などがある。

価格 98,000円
問い合わせ プラネックスコミュニケーションズ（株）

0120-415-976
www.planex.co.jp

本機は、1000BASE-Tポートを1つと10BASE-

T/100BASE-TXポートを8つ備えたスイッチ

ングハブである。低価格ながら、VLAN、QoS、

ポートトランキング、ポートミラーリング機能

などを搭載し、充実した機能が利用できる。

SOHOユーザーにぴったりのコストパフォー

マンスのよいスイッチングハブだ。

高いコストパフォーマンスモデル

価格 ：65,000円
問い合わせ ：アライドテレシス（株）

0120-860-442
www.allied-telesis.co.jp

ネットギア

GS508T
総ポート数は8つ、そしてそのすべてのポ

ートが、1000BASE-T、10BASE-T/100

BASE-TXに対応している高性能スイッチン

グハブだ。実売価格はかなり魅力的な数字

が出ているので、思い切って本機を選ぶと

いう選択肢もある。なお、10BASE -

T/100BASE-TXを16ポート搭載したGS518T

もある。

最初の1台に最適なギガビットハブ

価格 ：250,000円
問い合わせ ：ネットギア

03-5207-5891
www.netgearinc.co.jp

3Com

SuperStack3 Switch 4900
100/1000BASE-Tポートを12個持つバック

ボーン用スイッチングハブである。すべての

ポートをギガビットにする必要があるバック

ボーンの根元に使用する本格的な業務用製

品だ。最大400ワットのパワーがあり、内蔵

ファンもかなり本格的なので、ラックに収め

て使うべきだろう。SOHOユーザーにはや

やオーバースペックだ。

すべてがギガビットの業務用製品

価格 ：699,000円
問い合わせ ：スリーコム ジャパン（株）

03-5977-3266
www.3com.co.jp
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NIC（LANカード）製品

製品名 10/100/1000 PCI-X Server NIC PRO/1000T サーバ・アダプタ GN1000TE

販売元 スリーコムジャパン（株） インテル（株） プラネックスコミュニケーションズ（株）

問い合わせ先 03-5977-3266 0120-868-686 0120-415-976

www.3com.co.jpl www.intel.co.jp www.planex.co.jp

価格 31,800円 26,300円 19,800円

10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T 10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T 100BASE-TX、1000BASE-T

対応PCIバス 32/64ビット、33/66メガヘルツ 32/64ビット、33/66メガヘルツ 32/64ビット、33/66メガヘルツ

対応OS ウィンドウズNT、NetWare 、 ウィンドウズNT4.0/2000、NetWare、Solaris、 ウィンドウズ98/Me/NT4.0/2000、Linux

Linux UnixWare、Linux

VLAN対応 ○ ○ ○（次期ファームウェアのアップデートで対応）

QoS対応 ○ ○ ○（次期ファームウェアのアップデートで対応）

重量 80g 96.6g（編集部調べ） 99.6g

サイズ（W×D） 107×173mm 120×160mm（編集部調べ） 80×165mm

ハブ製品

製品名 GSW-0801 FX-2116TE CentreCOM FS909GT V1 GS508T SuperStack3 Switch 4900

販売元 （株）コレガ プラネックスコミュニケーションズ（株） アライドテレシス（株） ネットギア スリーコムジャパン（株）

問い合わせ先 045-476-4039 0120-415-976 0120-860-442 03-5207-5891 03-5977-3266

www.corega.co.jp www.planex.co.jp www.allied-telesis.co.jp www.netgearinc.co.jp www.3com.co.jp

価格 59,800円 98,000円 65,000円 250,000円 699,000円

スイッチ ○ ○ ○ ○ ○

1000BASE-T対応ポート数 1 2 1 8*1 12*2.*3

10BASE-T/100BASE-TX対応 8 16 8 0 0

ポート数

VLAN対応 ○ ○ ○ × ○

QoS対応 ○ ○ ○ × ○

ポートトランキング機能 ○ ○ ○ × ○

ポートミラーリング機能 ○ ○ ○ × ×

重量 2.4kg 4kg 2.4Kg 2.4kg 6.5kg

サイズ（W×H×D） 324×44×231mm 433×44.5×235mm 342×245×43mm 330×43×207mm 440×65.8×363.4mm

消費電力 25W 最大29W 25W 60W 400W

※1すべてのポートが1000BASE-T、100BASE-TX、10BASE-T兼用※2すべてのポートが1000BASE-T、100BASE-TX兼用※3拡張モジュールで4ポート増設可能

掲 載 製 品 主 要 機 能 一 覧 表
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